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１ 次の「調整中」の指標について，数値を更新した。 

指標 現状値 目標値 

多数の者が利用する建築物の耐震化率 

住宅の耐震化率 

91.3％（R2） 

84.5％（R2） 

96％（R7） 

92％（R7） 

山地災害防止対策等着手地区数 5,336地区（R1） 5,516地区（R7） 

避難所運営マニュアルを作成している避難所の割合 27.6％（R2） 100％（R7） 

水質汚染事故発生件数 147件（R1） 現状値より減少（R7） 

防災重点ため池の防災工事の完了箇所数 459箇所（R1） 883箇所（R7） 

汚水処理人口普及率 88.4％（H30） 92.8％（R8） 

維持されている農地面積 

手入れ不足の人工林間伐面積 

54,100ha（R1） 

617ha（R1） 

51,100ha（R7） 

1,050ha（R7） 

 

 

２ 次の「調整中」の指標については，２月上旬まで指標が固まらないため，下記のとおり予定を示す。 

指標 現状値 目標値 

緊急輸送道路の防災対策実施済延長 

※ 広島県道路整備計画（R3.3策定予定）において設定 
454.5km(28.0%)（R2） ― ※ 

河川氾濫により床上浸水が想定される家屋数 

※ ひろしま川づくり実施計画（R3.3策定予定）において設定 
約18,000戸（R2） ― ※ 

防護達成人口率（沿岸域） 

※ ひろしま海岸整備プラン（R3.3策定予定）において設定 
63.7％（R1） ― ※ 

港湾における緊急物資供給可能人口カバー率 

※ 広島みなと・空港振興プラン（R3.3策定予定）において設定 
32％（R1） ― ※ 

土砂災害から保全される家屋数 

※ ひろしま砂防アクションプラン（R3.3策定予定）において設定 
116,000戸（R2） ― ※ 

  
注） 現時点で固まらない指標については，該当施策に関連する指標を掲げた各個別計画の改定に係る議会説明の

場（R3.2月会期前建設委員会で説明予定）で意見を頂くこととしている。    


